
再生可能エネルギーを地域課題解決につなげるための方策

基本理念①
住民の困りごと・課題の解決に役立てる

基本理念②
次世代の若者や子供たちが安心で暮らし
やすい地域をつくる

再エネ導入方針①
生活の安心をつくり不便を解消する

再エネ導入方針②
地場産業の振興に役立てる

再エネ導入方針③
安定収入、財源を確保する

☞ 事業自体は民間主導で行っていきつつも、確実に地域に利益還元をするための仕組みが必要。

＜ポイント＞

➢ 再エネ事業を行う新しい事業体を立ち上げ。
その際、住民または住民組織も出資する。

➢ 事業体は、地元企業への発注や住民雇用な
どで、雇用創出に貢献。

➢ 事業体は売電収入を主な収入とする。ふる
さと納税を活用すれば村にも寄付金が入る。

➢ 事業収益の一部を基金にし、使いみちは住
民で構成する協議会等で決定していく。

西目屋村での再生可能エネルギー事業の体制（案）

地域住民への利益還元方法（案）

①住民の電気料金を安くする
全世帯を対象に電気料金を割り引きし、家計
を支援

②医療・福祉サービスの充実
村内の調剤薬局の開設や高齢者見回りサービ
スなどを実施

③新しい農業へのチャレンジを支援する
ハウス農業やICT農業など新しい農業への転
換や参入を金銭面で支援

再エネ導入の基本理念・方針

西目屋村の脱炭素社会構築に向けた再生可能エネルギーの導入目標策定事業


